
資料№１
平成２１年１０月２７日

定 例 記 者 会 見

橋野高炉跡のユネスコ世界遺産登録について

教育委員会事務局生涯学習スポーツ課

　 昨年12月以来、ユネスコ世界遺産暫定リストに掲載されている「九州・山口の近代化

産業遺産群」の構成資産の再調査を契機として、専門家委員会の調査に橋野高炉跡が組

み込まれるよう、外国人専門家の視察と講演会を実施してきました。

　その結果、専門家委員会の提言書に構成資産候補エリア８箇所の１つに「橋野鉱山と

製鉄遺跡」として橋野高炉跡及びその周辺が掲載されました。

　今後の進め方については下記のとおりです。

記

１．九州・山口の協議会

　九州・山口の６県の知事が中心となっていることから岩手県に調整を依頼する。

２．橋野高炉跡及びその周辺の国史跡追加指定

・「 橋野鉱山と製鉄遺跡」の範囲について専門家委員会や文化庁、県と協議し、範囲を確

定

・追加範囲の国指定のための調書作成及び指定にかかる地権者との協議

　

３．市民意識の高揚

・ 「橋野高炉跡・近代遺産の活用を考えよう」の開催

　１）日　時　　平成２１年１１月１１日 18時 30分～

　２）場　所　　釜石市民文化会館　中ホール

　３）内　容　　世界遺産シンポジウム結果報告

　　　　　　　　今後の取り組みについて

　　　　　　　　座談会　「橋野高炉跡・近代遺産の活用を考えよう」　
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